
32広報あさか ２０１６．４

「
肺
炎
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
内

容
の
、
製
薬
会
社
の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
大

勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
書
類
が
、
市
役
所

か
ら
届
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
今
月
は
「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

肺
炎
は
以
前
か
ら
日
本
人
の
死
因
で
上

位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
長
ら
く
悪
性
新

生
物（
が
ん
）、
心
疾
患（
心
筋
梗
塞
な
ど
）、

脳
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞
な
ど
）
に
続
き
死

因
第
４
位
で
し
た
が
、
平
成
２３
年
に
は
脳

血
管
疾
患
を
抜
い
て
死
因
第
３
位
と
な
り

ま
し
た
。
男
性
の
方
が
女
性
と
比
べ
肺
炎

で
亡
く
な
る
方
が
多
く
、
特
に
９０
歳
代
の

男
性
で
は
死
因
の
第
１
位
は
肺
炎
で
す
。

肺
炎
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原

体
が
鼻
や
口
か
ら
体
内
に
入
り
、
喉
を
通

っ
て
肺
で
悪
さ
を
す
る
病
気
で
す
。
様
々

な
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
病
原
体
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
そ
の
頻
度
や
病
原
性

か
ら
も
重
要
度
が
高
い
原
因
菌
が
「
肺
炎

球
菌
」
で
す
。
肺
炎
球
菌
は
成
人
、
特
に

高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
「
肺
炎
球
菌
」
と
い
う
名

前
の
菌
で
す
か
ら
、
肺
炎
し
か
起
こ
さ
な

い
の
で
は
、
肺
炎
は
お
年
寄
り
に
多
い
病

気
だ
か
ら
子
ど
も
は
感
染
し
な
い
の
で
は
、

と
思
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
「
肺
炎
球
菌
」
は
髄
膜

炎
、
菌
血
症
な
ど
入
院
治
療
が
必
要
な

し
ん
し
ゅ
う

侵
襲
性
肺
炎
球
菌
感
染
症
を
引
き
起
こ

し
た
り
、
中
耳
炎
や
副
鼻
腔
炎
の
原
因
に

な
る
な
ど
、
子
ど
も
も
感
染
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
高
齢
者
が
肺
炎

球
菌
感
染
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
子
ど
も
（
特
に

乳
幼
児
）
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
予
防
す

る
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
で
す
。
身
体
の

中
に
入
っ
た
肺
炎
球
菌
は
、
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
っ
て
悪
さ
を
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、

人
間
の
身
体
は
も
と
も
と
備
え
て
い
る
防

御
機
能
で
肺
炎
球
菌
が
増
え
な
い
よ
う
に

抑
え
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
れ
を
強
力
に
手

伝
っ
て
く
れ
る
の
が
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

で
す
。

肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
日
本
で

始
ま
っ
た
の
は
１
９
８
８
年
で
、
実
は
か

な
り
前
の
事
に
な
り
ま
す
。
１
９
９
２
年

ひ
ぞ
う

に
は
脾
臓
摘
出
患
者
さ
ん
の
発
症
予
防
を

目
的
に
保
険
で
一
部
適
応
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
全
国
で
高
齢
者
（
６５
歳
以
上
）
な

ら
び
に
６０
歳
か
ら
６４
歳
の
一
部
の
患
者
さ

ん
へ
の
公
費
一
部
負
担
に
よ
る
定
期
接
種

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
初
の
高
齢

者
へ
の
公
費
一
部
負
担
は
２
０
０
１
年
に

北
海
道
旧
瀬
棚
町
が
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
か
ら
２
０
１
８
年
度
の
間

は
、
年
齢
が
５
の
倍
数
に
な
る
６５
歳
以
上

の
方
で
過
去
に
１
回
も
接
種
を
受
け
て
い

な
い
場
合
、
自
治
体
に
よ
る
一
部
負
担
制

度
を
利
用
し
て
定
期
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
以
前
は
一
度
接
種
す
る
と

そ
れ
以
降
の
再
接
種
は
認
可
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
０
９
年
以
降
は
接

種
５
年
経
過
後
の
全
額
自
己
負
担
に
よ
る

再
接
種
が
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
児
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

２
０
１
０
年
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
Ｄ
Ｐ
Ｔ
―

Ｉ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
ジ
フ

テ
リ
ア
・
百
日
咳
・
破
傷
風
・
不
活
化
ポ

リ
オ
の
混
合
型
ワ
ク
チ
ン
）
や
Ｍ
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
（
麻
疹
・
風
疹
混
合
型
ワ
ク
チ
ン
）

な
ど
と
同
様
に
、
定
期
接
種
の
対
象
ワ
ク

チ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
他
の
ワ
ク

チ
ン
同
様
、
注
射
部
位
が
腫
れ
た
り
、
接

種
後
に
だ
る
さ
を
感
じ
た
り
、
副
反
応
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
り
非
侵
襲
性
肺
炎
球
菌
感
染

症
に
か
か
る
危
険
性
が
下
が
る
こ
と
は
海

外
で
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
接
種
対
象

に
な
る
方
は
、
主
治
医
と
よ
く
相
談
を
し

て
下
さ
い
。

※当番医は変
更になる場合
もあります。
確認してから
お出かけくだ
さい。

※救急医療のお問い合わせ
●埼玉県救急医療情報センター �０４８―８２４―４１９９
●埼玉県南西部消防本部 �０４８―４６０―０１２３

※小児救急電話相談 ＃８０００（携帯電話からも相談可能）
※大人を対象とする救急電話相談

＃７０００（携帯電話からも相談可能）

※４月の休日歯科応急診療所
実 施 日 ４月２９日（金・祝） ※平成２８年４月から診療日が縮小しました

（日曜日の診療がなくなりました）。
受 付 時 間 午前９時～１１時３０分
場 所 新座市休日歯科応急診療所（新座市保健センター）
診 察 料 健康保険法の規定料金（保険証を必ずお持ちください）
問い合わせ �０４８―４８１―２２１１
☆４月７日は「世界保健デー」です。

肺炎球菌ワクチンについて
まち だ ゆたか

朝霞地区医師会 町田 穣
�４６４―４６６６

日曜・休日に実施している医療機関
�（０４８）
４７７―３３５７
４６７―０８８９
４６３―１５７５

４７４―９０６６

４８６―１０１０

科 目
内・外・消内
耳・アレ
消内・外・皮
整外・消内・肛・
外・リハ
整外・リウ・リハ・
麻

施 設 名
庄林医院
和光耳鼻咽喉科医院
大城胃腸科外科医院
北あさか城北
クリニック
たなか整形外科
クリニック

場所
新座
和光
朝霞

朝霞

志木

�（０４８）
４６１―６４１２
４６５―８５５０
４７８―２６８９

４８７―１２５５

４６１―７５８１

科 目
内・循内・皮・小
内・小・耳
内・小

内・小

内・循内・小

施 設 名
門田医院
関医院
高橋医院

志木ホームクリニック

富岡医院

場所
和光
朝霞
新座

志木

朝霞

月日
３
１０
１７

２４

㉙

４

午前１０時～午後４時


